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Ⅰ 調査の概要 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 場面別にみた調査の結果 

 

 

＜図表のみかた＞ 
１  面接調査の結果は選択肢にあてはめ、数値化して集計をしている。また各項目（Ｂ－１

欄～Ｂ－４欄）で個々に挙げられた項目については、（４）面接調査の整理の中で場面別

にまとめて記述をしている。 

２  問１～問７では、困ったことがあった場面（Ａ欄）には２つまで、最も困ったこと（Ｂ

－２欄）には１つだけ、それ以外の欄にはいくつでも答えていただいた。 

３  数値化した回答はそれぞれの質問の回答者数を基数とした百分率（％）で示している。

それぞれの質問の回答者数は、全体の場合はＮ、それ以外の場合にはｎと表記した。 

４  ％は小数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記している。従って、

回答の合計が必ずしも 100％にならない場合がある。 

５  本文及びグラフ中の設問文ならびに集計表の選択肢、分析軸の表現等は一部省略されて

いるものがある。また棒グラフについては、回答割合の多い順に並べかえている。 
 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 対象者別にみた調査の結果 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 調査のまとめ 



 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 今後に向けて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本文は古紙配合率 100％の再生紙を使用しています 
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